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読書会
2/11（火）
2/25（火）
13時半

写経会
3/2（日）
13時半

映画会
しばらく
休止します

●寒の入りがあれば寒の明けもあるはずと思い調べてみると､確かにありました。寒の入りに

なると寒さが一層厳しくなる時期となり、小寒や大寒､寒中､寒の内など様々な呼び方で印象

づけられますが、寒が明ける日の「寒明け」の言葉はあまりなじみがありません。

●それもそのはず「寒明け」は「立春」の日のことです。その前日が「節分」。寒明けの日

から春と言うことなのです。今年の寒明けの日は2月3日です。ここから暦の上では春です。

●とはいえまだまだ寒さは続きます。雪も降り､水道管も凍り、車のガラスも霜で前が見えま

せん。そんな中、我が家の大根はまだ畑の中です。近年の猛暑続きで大根のまき時が遅れて

いた結果､収穫期の12月になってもまだ小振りのため､一昨年から年越しをさせて畑に植えた

ままにしています。今までならば12月に全て収穫して地中に埋めて3月まで土中保存していま

した。植えたままにするとどうしても地上部分の青首の辺りが凍みてしまうのですが、土中

保存でも切り落とした葉の付け根から痛んでくるのでどちらがいいか難しいところです。

●「寒明き大根の青首の折れ」この碧梧桐の句は植えたままなのか、土中保存した大根かど

ちらでしょうか。いずれにしても冬の間はおでんもなますもしもつかれも白菜キムチも必要

なだけ畑から青首を引っこ抜いて､そのまま台所で調理出来ます。寒明けも過ぎると青首のと

ころが凍みてしまいその部分の味は落ちますが､それも切り干し大根にすれば問題ありません。

●冬は霜や雪で作物には辛い季節でしょうが、青菜も霜に当たれば甘さを増し、タマネギや

サヤエンドウの芽はしっかりと根を張り､春には美味しい実を実らせます。寒中はエネルギー

を蓄え､寒明けから一気にそのエネルギーを発散するときかもしれません。冬を乗り越えて春

が来る度に､生き物はいのちを新たにしています。人間も生き物の端くれならば、お前もどの

ようにいのちを新たにするのか？そんなことを寒明けの青首大根を前に自身に問うてみたく

なる真冬の穏やかな日です。 木 金 土 日

24 25 26 27 28 2
読書会

13時半から

15

写経会

13時半から

2月1日

3月1日

読書会

13時半から

17 18 19 20 21 22 23

2月スケジュール
30 31 2

月 火 水

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 16

寒明き大根の青首の折れ
河東碧梧桐



狂言綺語…お告げ
私が口ずさむことの出来る歌の殆どは､子供時代から聞き慣れた歌謡曲や演歌、年代的に言えばせいぜい

平成の初期頃の歌までです。理由は簡単で、歌がどんどん難しくなって私の能力では歌うことが出来なく
なってきたことが一番です。リズムもコード進行も昭和生まれのシンプルな身体反応をどんどん裏切るよう
な変化を遂げてきたようで、日本人に染みついた音階とリズムの伝統の中で昭和時代を過ごしてきた私には
再現不能の音楽になってしまったようです。ただ最近のBSTVでは昭和歌謡の特集が毎日のように放送され、
地上波でも昭和や平成に流行った歌の番組がたまに見られるのは、若い世代にもアピールする音楽だと制作
者が考えているのか､それともテレビの視聴者の中心が昭和世代になってしまったのかどちらなのでしょう。
広告業界で生きる糧を得てきた私は、時代に寄り添うことで昭和平成を過ごしてきましたが、その果てが

今の日本だとしたら、それは幻想に過ぎず、実のところ寄り添ったつもりでいてもどんどん時代から乖離し
てしまっていたのではなかったかと思ってしまいます。時代を映す鏡であるはずの流行歌や映画も演劇も文
学も、今の私には何一つ語りかけてこないのは既に私が時代とは無縁の世界を生きている事になるのでしょ
うか？それとも時代という概念で今を見ることが不可能なほど現象のひとつひとつが普遍性と共有性で括る
ことが困難になってしまい、時代性という言葉が機能しなくなってしまったからなのでしょうか？
時代性を顕著に表す広告の世界は、時代を見極め広告表現に変えてマス媒体で不特定多数の人に大量投下

すれば効果があったのですが、今はネット広告がターゲットを選別し必要と思われる人にピンポイントで広
告する方法に変容しました。表現が時代（社会）に問いかけて購買に導く手法から、個人の趣向欲望に個別
に応える手法へ変容したのです。その結果送り手はデータ取得と解析が容易になり費用対効果が飛躍的に向
上しましたが、逆に受け手は自分の見たいもの聞きたいことだけしか受け取ることが出来なくなったのです。
正確に言えばそうでない情報も溢れているはずですが、自分が望む情報、同じ考えの情報だけが優先的に届
けられるため、他の情報を見る機会も検討する努力も失われてしまいました。かつて情報は国家統制の下、
一元的に与えられてそれに従わざるを得なかった不自由の時代があり、戦後の自由主義の時代になると溢れ
る情報を自分自身で取捨選択する自由のあった時代を経て、今は、自ら情報取得を制限し聞きたいこと見た
いことだけしか必要としない情報無価値時代にあると言えるのです。私は社会が情報の真偽優劣を吟味し議
論することで初めて情報は価値を持つことが出来ると考えます。その機会も意志も与えられない情報は「あ
なただけの特別なお知らせですよ」と耳打ちされた公共性（責任）の伴わないお告げにしか過ぎないでしょ
う。お告げは信じたい人たちだけに告げられる情報です。信じたい人にとってそれは価値のあるものですが、
信じない人にとってその情報は無価値です。ここにひとつの情報を挟んで信じる人信じない人の二つに分断
が起こることになるでしょう。私たちは今情報の無価値化による分断の世界のただ中に生きているのです。
お告げは神の言葉です。神が不思議な夢や神がかりなどを通して神の意志を人に伝達することです。託宣、

神託とも言われます。日常的判断を超える難問の解決に神の意志が必要とされる場合に用いられた方法です。
お告げを得る方法は各々の民族や宗教で異なっていても、おおむね夢や占い、天変地異、動物の鳴き声など
で神託を得ていたようです。既成宗教が久しく信仰力を失い、新興宗教も完全に保守化高齢化し化石宗教の
段階に入ってしまいました。カルト集団とされるオウムや統一教会は言うに及ばず、宗教教団が大きな力に
なり得なくなってきている状態が現代の宗教環境だと思います。教祖のもとに信者が集まり宗派を作って信
仰生活を送るというオールド宗教から、今やマインドフルネスと呼ばれる個人の瞑想体験を通して心身の安
定と癒やしを得る個人的な宗教体験へと変容してきたようです。かつては教祖様が託宣を得て信者に伝えて
いたお告げは、今その仲介者である宗教的職能者（教祖、預言者、巫女、シャーマン）などを必要としなく
なり、個々人が神などの絶対者を措定しないまでも、瞑想体験などを通して何か超越的なものに触れること
を求めている人々が存在しているのです。もはや人々は宗教的なお告げは必要としなくなってきたかにも見
えるのです。私はこのことが、宗教が個人的な体験であるとの流れの中にあるのであれば、宗教が作る支配
被支配の関係から個人の自由な信仰へと解放される機会になると考えます。教祖も特定の絶対者も必要とし
ない宗教の実現です。お告げが仲介者を必要とし、教祖と信者の宗教的ヒエラルキーが形成されて行ったと
考えれば、お告げを必要としなくなり、大いなるもののはからい、ありのままの世界、宇宙そのものと一対
一で対話することのできる、平等と自由、教義に束縛されない真の信行が実現できる宗教になると考えます。
しかし世界的に見ればお告げは形を変え社会への影響力を駆使しようとしているように見えます。政教一

致のイスラム国家や、キリスト教福音派が支持基盤であるトランプは、ソーシャルメディアや放送を通して
信じたい者だけに理解される言葉（お告げ）を告げているのです。お告げを信じない者にそれを理解しても
らう努力は皆無のように見えます。信じない者には暴力や経済力でねじ伏せて屈服させることが出来ると考
え実践しているからです。信じない者と、同じ土俵で議論し合意点を得るとの民主的手続きは端から無視し
ているのです。だから彼らが発する言葉は「情報」でなく「お告げ」なのです。お告げは信じる者への指令
です。支持する者に信じたい言葉（お告げ）を告げる者が現代における神の仲介者、預言者なのです。
世界の潮流に日本だけが関係ないとは言えません。昨今の選挙でのソーシャルメディアの影響力は旧来メ

ディアに慣れ親しんだ昭和世代には異常です。なぜ吟味されない無価値情報を無批判に信じてしまうか未だ
理解できません。しかしそれが令和の時代というならば、私はそんな時代性には寄り添いたくはありません。


